








2012.4.29 昭和の日。たかさきスプリングフェスティバルで、スペシャルオリンピックス群馬設立準備

委員会の皆さんがバザーを出店するということで、お手伝いに行ってきました。私もたくさんの方に

バザー品の寄付をお願いさせていただきましたが、ご協力いただいた皆さま、本当にありがとうご

ざいました。おかげさまで、売れ行

きは絶好調でした !! 身体障害のハ

ンデを持つ方のパラリンピックは、

多くの人が知っていると思います

が、知的障害のハンデを持つ方を

スポーツを通じて支援しているスペシャルオリンピックス（SO）は、まだ

まだ知名度が低く、ボランティアさんなどの支援も足りない状況です。群

馬県でも毎月ボウリングやテニスなどのスポーツプログラムを開催して

います。私のお友達の「さっこちゃん」も毎月ボウリングを楽しんでいま

す。みなさんもスペシャルオリンピックスに参加しませんか?? 多くの方に

SO の活動を知っていただき、ハンデのある方も、そうでない方も、一緒

にスポーツを楽しめる社会をつくっていきたいです !

2012.4.1 平成24年度の始まりの日。JP 労組前橋支部の皆さんが福祉型労働運動の一環として、東小

学校区の通学路カーブミラー清掃を行うということでしたので、私も参加させていただきました。労働

運動というと、なんとなく職場内での活動をイメージしてしまいますが、実際には、町おこしや福祉ボ

ランティア、環境保全活動、国際貢献など、様々な活動をしています。今回のカーブミラー清掃は、日

頃、郵便バイクを運転しながら、町中を駆け巡っている JP 労組さんから、「東地区の通学路は、道が狭

くて危ないな」「カーブミラーを綺麗にすれば、見通しがよくなるのでは?」と、ご提案頂いたものです。

通学路の主な通り約60枚のカーブミラーを、スポンジモップで水拭きし、水切りワイパーで水切りを

行い、さらには雑巾を使って鏡面を拭きあげるという手順で、作業を行いました。角田市議や東小学

校の PTA 会長・副会長にもご参

加いただき、実際に通学路を歩

きながら、せっせとお掃除。「き

れいになったな〜」と参加した

みんなで確認しながら、何とも

いえないすがすがしい気分を味

わうことができました。今後も

地域に密着した活動を続けてい

きたいと思います。

アキラ、街に歩く。

カーブミラーお掃除隊 !

スペシャルオリンピックス（SO）を知っていますか??



過去、現在、そして未来…★

過去

6月22日は 「らい予防法による被害者の名誉

回復及び追悼の日」。県庁で開催

されているハンセン病パネル展に行ってきました。このパネル展

は、ハンセン病に関する偏見や差別が存在したという事実を重く

受け止め、県民の皆様にハンセン病を正しく理解していただくた

めに開催されたものです。以前、草津町にある国立ハンセン病療

養所「栗生楽泉園」を訪れたときのことを思い出しながら、楽泉

園の配食作業の様子やプロミン注射の様子、全国のハンセン病

療養所の写真などを拝見させていただきました。楽泉園には、今

も122人が暮らしています。入所者の高齢化により介護の必要性

も高まっている一方で、職員は年々減少しており、 医師や看護師、

介護職員の確保が今後の課題となっています。1907年に制定さ

れたらい予防法（旧法）。1996年に「らい予防法」廃止に関する

法律が成立するまでの約90年間、ハンセン病元患者さんたちは、

強制隔離政策のため「療養所」での隔離生活を余儀なくされてき

ました。強制隔離によって奪われた人々の人権回復はこれからで

す。最後の一人まで、国が責任をもって向き合わなければならな

いし、園の地元住民への開放や重監房の保存など、地域とともに

栗生楽泉園が存在し続けられる取り組みが必要です。

未来

太田東高校で 行 わ れ た「 公 開 みらい

学」の授業に、外部講師

として参加させていただきました。公開みらい学は、キャリア教

育の一環で、高校生に働くことの意味や 高校生活と働くこととの

関連について考えてもらう総合学習の時間です。60名を超える外

部講師の方々にご協力いただき、生徒たちにたくさんの職業に

ついて触れていただき、学生を終えた後の社会について少し感じ

取っていただけたものと思います。高校生からの質問では、「高

校時代の勉強が今の仕事に役に立っていますか」「社会に出てか

ら、一番大きな失敗はなんですか」「途中で進路を変更したいと

思ったことはないですか」など、なかなか答えにくい質問もありま

した。一番印象に残った質問は、「高校生のときにしておきたかっ

たことは ?」というもの。うーん…。今から振り返ってみると、時間

があるときに英語がしゃべれるようになっておきたかったし、たく

さんの国、特に東南アジアの国々を見ておきたかったです。これ

からの未来を担い現代社会に生きる学生たち。無限の可能性を

もっていることを大切にしてもらいたいです。

現在
マスや小水力発電など、新しい発電方法も各地で取り組まれてい

ます。私たちにできることは、まずは節電。エネルギーを大切に

使うことを心がけましょう!

かつて、電力自給率 100%を

ほこって

いた群馬県。電源群馬の今の電力自給率は H22の統計で22%ま

で落ち込んでいます。時代が変わって、私たちの身の回りのもの

や暮らし方が変わっていくのに合わせて、エネルギーの使われ方

も変わってきました。そして、昨年の震災で、計画停電やガソリン

不足を経験し、当たり前のように消費していたエネルギーについ

て、もう一度考えなおす時がやってきたのだと思います。群馬県

のエネルギーの大半は水力発電ですが、震災後は太陽光発電も

注目され、前橋では9月にメガソーラーが稼働する予定。バイオ

年度 発電量
（1000kWh）

使用料
(1000kWh) 自給率

昭和27年 2,132,221 576,721 370%

昭和44年 3,768,896 3,780,712 100%

平成22年 3,569,833 15,620,589 22％




